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図―２　館野のラジオゾンデの観測データ

気象庁「ひまわり9号」より

第８回　地球を巡る風（上）

◇
地
球
と
太
陽

我
々
の
住
む
地
球
の
半
径
は
約
六
四
〇

〇
㌔
㍍
、
周
囲
は
四
万
㌔
㍍
で
あ
る
。
光

速
は
三
〇
万
㌔
㍍
／
秒
だ
か
ら
、
一
秒
で

地
球
を
七
周
り
半
の
速
さ
だ
。
一
方
、
昼

夜
を
問
わ
ず
地
球
を
照
ら
し
続
け
て
く
れ

て
い
る
太
陽
の
表
面
温
度
は
約
六
〇
〇

〇
℃
で
、
地
球
か
ら
一
億
五
〇
〇
〇
万
㌔

㍍
の
彼
方
に
あ
る
。
地
球
に
届
く
に
は
八

分
も
か
か
る
距
離
だ
が
、
地
球
大
気
の
上

縁
一
平
方
㍍
当
た
り
約
一
㌔
㍗
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
こ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
、
地
球
の
表
面
の
平
均
気
温
は

一
五
℃
に
保
た
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
ん

な
太
陽
の
お
陰
で
我
々
は
存
在
出
来
て
お

り
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
も
行
わ
れ
て
い
る
。

の
二
層
に
分
か
れ
て

お
り
、
対
流
圏
で
は
、

気
温
が
直
線
的（
六
・

五
℃
／
㌔
㍍
）
に
減

少
し
て
お
り
、
逆
に

成
層
圏
で
は
等
温
を

経
て
増
加
し
て
い
る
。

対
流
圏
と
成
層
圏
の
境
界
は
対
流
圏
界
面

と
呼
ば
れ
る
。
成
層
圏
で
気
温
が
高
い
理

由
は
、
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
オ
ゾ
ン
が

太
陽
光
の
紫
外
線
を
吸
収
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

対
流
圏
で
は
雲
な
ど
の
対
流
が
発
生
し

降
水
も
あ
る
が
、
成
層
圏
で
は
上
空
ほ
ど

気
温
が
高
い
こ
と
か
ら
、
大
気
は
安
定
で
雲

も
な
い
。
太
平
洋
を
横
断
す
る
ジ
ェ
ッ
ト
機

余
談
だ
が
、
筆
者
は
、
散
歩
の
折
、
燦さ

ん
さ
ん々

と
降
り
注
ぐ
太
陽
を
仰
ぎ
、
ふ
と
手
の
掌ひ

ら

を
開
い
て
み
る
と
、
ほ
ん
の
り
と
暖
か
さ

を
感
じ
る
。
驚
き
だ
。
思
わ
ず
こ
の
自
然

の
恩
恵
に
思
い
を
馳
せ
る
。

◇
対
流
圏
、
成
層
圏

ま
ず
、
大
気
上
空
の
気
温
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
図
―
１
に

示
す
よ
う
に
、
大
気
は
対
流
圏
と
成
層
圏

図―１　対流圏・成層圏・圏界面
図版は全て気象庁資料より
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な
ど
は
、こ
の
成
層
圏
を
飛
行
す
る
。

な
お
、
図
に
は
示
し
て
い
な
い
が
、

偏
西
風
が
一
番
強
い
高
度
は
、
対
流

圏
と
成
層
圏
の
境
界
で
あ
る
圏
界
面

の
直
下
付
近
で
、
高
度
は
約
一
万
㍍

付
近
、そ
こ
で
の
強
風
帯
は「
ジ
ェ
ッ

ト
気
流
」
と
呼
ば
れ
る
。
ち
な
み
に
、

ジ
ェ
ッ
ト
気
流
は
、
太
平
洋
戦
争
当

時
、
グ
ア
ム
や
サ
イ
パ
ン
か
ら
、
日

本
に
向
か
う
米
軍
の
爆
撃
機
が
、
強

い
西
風
に
遭
遇
し
た
こ
と
で
発
見
さ

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

◇
実
際
の
風

さ
て
、
今
回
の
テ
ー
マ
『
地
球
を

巡
る
風
』
は
、
文
字
通
り
地
球
規
模

の
風
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
あ
る
地
点

（
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
位
置
す
る
館

野
：TA

T
EN
O

高
層
気
象
台
）
に
お

け
る
上
空
の
気
温
と
風
の
観
測
デ
ー

タ
を
前
頁
の
図
―
２
で
眺
め
て
み
よ

温
を
見
る
と
、
二
五
〇
ヘクト
　

パスカル
辺
り
か
ら
等

温
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
が
対
流
圏
界
面

と
み
ら
れ
る
。

次
に
極
東
規
模
お
よ
び
北
半
球
規
模
の

高
層
天
気
図
で
、
風
と
気
温
を
眺
め
る
。

ま
ず
、
図
―
３
に
、
図
―
４
に
示
す
北
半

球
全
体
の
五
〇
〇
ヘクト
　

パスカル
高
層
天
気
図
か
ら

極
東
付
近
を
切
り
取
っ
た
場
を
示
す
。
実

線
は
等
高
線（
等
圧
線
と
思
っ
て
よ
い
）で
、

破
線
は
等
温
線
を
示
す
。
日
本
付
近
を
見

る
と
約
五
〇
ノット
（
二
五
㍍
／
秒
）
の
西
風

が
吹
い
て
い
る
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
こ

と
は
、
風
は
等
高
線
に
ほ
と
ん
ど
平
行
に

吹
い
て
お
り
、
ま
た
等
高
線
が
混
ん
で
い

る
と
こ
ろ
ほ
ど
風
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。

図
―
４
は
北
半
球
全
体
の
五
〇
〇
ヘクト
　

パスカル

高
層
天
気
図
を
示
す
。
特
徴
は
等
高
線
が

南
北
に
波
状
に
蛇
行
し
て
お
り
、
ま
た
等

高
線
の
間
隔
が
混
ん
で
い
る
地
域
が
何
か

所
か
見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の

波
状
パ
タ
ー
ン
は
地
上
の
高
・
低
気
圧
と

密
接
な
関
係
を
持
っ
て
お
り
、
次
号
以
降

で
触
れ
る
。

図―４　北半球500hPa天気図

図―３　日本付近の500hPa天気図

う
。
上
空
の
観
測
手
段
は
本
誌
二
〇
二
五

年
一
〇
月
号
で
紹
介
し
た
「
ラ
ジ
オ
ゾ
ン

デ
」
で
あ
る
。
気
温
と
露
点
温
度
の
二
つ
が

実
線
（
左
側
が
露
点
温
度
、
右
側
が
気
温
）

が
描
か
れ
て
お
り
、
気
温
は
高
度
が
増
す

と
と
も
に
ほ
ぼ
単
調
に
低
下
し
て
い
る
。

図
の
右
端
に
示
さ
れ
て
い
る
風
を
見
る

と
、
八
〇
〇
ヘクト
　

パスカル
（
ｈ　

）（
約
一
〇
〇
〇

㍍
）
付
近
か
ら
西
風
と
な
っ
て
お
り
、
風

速
は
二
〇
〇
ヘクト
　

パスカル
付
近
で
七
五
ノット
（
約
三

〇
㍍
／
秒
）
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
気

Pa


